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 関西(第1波) → 関東 → 関西 (第2波)という感染の波の移動が確認される。








 A (H1N1): スペイン風邪、季節性、2009年新型
 A (H3N2): 香港かぜ、季節性








 Kermack & McKendrick (1927)による感染伝播モデル
 S: 感受性人口, I: 患者数, R: 除外人口(無視できる変数)
 λ: 伝達効率, γ: 感染期間の逆数
 確率過程版
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